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音声音響処理、画像映像処理、自
然言語処理などのメディア処理を目的
に学習・推論を行う際、一般的には
それぞれ専用の AIフレームワークを
用いる。これに対しMediaGnosis は
人間の脳と同様、1つの AIフレーム
ワークで複数のモーダルにまたがり効
率的に学習し、その知識を統一的に
扱うことができる。このためさまざまな
推論処理を組み合わせた複合的なAI
サービスを実現しやすい。たとえば人
の音声と映像から性別や感情などを
推定し、音声認識により発話内容をテ
キスト化 するといった 機 能を
MediaGnosisだけで実現可能だ。

2024年 4月に本パッケージの提
供を開始した背景には、MediaGnosis
の特長が活きる領域の 1つである「コ
ミュニケーション支援領域」でのニー
ズ拡大がある。
「コロナ禍によりリモート同士で
マイクやカメラを活用したコミュニ

ケーションが自然と行われるように
なり、AIによる支援への期待が急
激に高まりました。我々が特に注目
したのは営業や 1on1、ウェビナー、
会議といったユースケースにおいて
販売力強化や従業員の満足度向上等
に貢献することです。特に相手の状
態や全体の雰囲気をいかに認識する

かが課題と考えました。従来の
MediaGnosisでも感情の見える化
による 1on1支援、発話のデジタル
化による会議支援といったことは可
能でしたが、そうした競合他社でも
実現している範囲を越える、また使
いやすさを向上させることに取り組
みました」（片山氏）。

NTTの次世代メディア処理AI “MediaGnosis®”はさまざまなメディア処理を目的とする学習・推論に、統合された 1つ
の AI フレームワークで対応する。本稿では機能と使いやすさを向上し事業会社への成果提供を開始したばかりの 
“MediaGnosis Package for Communication Support”（以下、本パッケージ）について紹介する。

4 MediaGnosis®の取り組み

マルチメディア情報を統合的に扱う
次世代メディア処理AIの機能・使いやすさを向上

人間の脳と同様、さまざまな
メディア処理に1つのAI フレーム
ワークで対応するMediaGnosis
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図 1　複数人をターゲットとする処理も可能

コミュニケーション支援領域に
おけるニーズ拡大に対応
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コミュニケーション支援に特化
本 パ ッ ケ ー ジ は 従 来

MediaGnosisで提供してきた 50以
上の機能に加え、頭をかく・唇をか
むといった顔周りのしぐさを認識す
る、セクハラ・パワハラのような過
激な発言を検出する、「眠そう」な
どの人の覚醒具合を認識する、と
いった少々珍しい機能を提供する。
特筆すべきは複数の人をターゲッ
トとする処理だ。Web会議のよう
に複数のマイクやカメラから入力が
ある場合も各データを同時に解析
し、会議の雰囲気を把握するといっ
たことを可能にする（図 1）。
「会議終了後にまとまったデータを解
析して結果を出力するのではなく、解
析しながら随時出力もしてコミュニケー
ションを支援する必要があるため、実
装には苦労がありました。マルチモー
ダルで複数の機能を同時に動かせるこ
とが特長であるだけに処理量も多く、
リアルタイムに処理できるよう実装する
ことにも苦労しました」（北条氏）。
複数人が同時に話しオーバラップ
する音声を 1つのマイクで取得し
た場合も、それぞれの声を区別し高
精度に音声認識することが可能だ。
対面によるコミュニケーションの支
援には不可欠であり、「まさに欲し
かった機能と言われる」（片山氏）
ほど好評であるという。
使いやすさを向上

MediaGnosisは高機能だが、その
活用には高い技術レベルが求められ
ることが課題の 1つであった。そこ
で本パッケージでは Pythonで簡単
に利用できるライブラリを用意した。

「MediaGnosisの機能は多岐にわ
たりますが、それだけに使いづらい面
がありました。どう組み合わせるとより
使ってもらえるかも考え、使いやすさ
を重視して仕上げました」（折橋氏）。

接客支援
リモートでの接客には、資料を見
ながら説明するためお客様のリアク
ションが見えず商談を進めづらいと
いった課題がある。そこでお客様の
しぐさを認識してリアクションを把
握し、対面と同じように商談を進め
られるようにする、また営業印象推
定という技術により印象の良い話し
方ができているかを営業員にフィー
ドバックする、といった支援が考え
られる。
さらに、1つのマイクの入力から
複数人の会話を認識できることを利
用すれば、対面での接客時も会話の
内容をデジタル化しやすい。
1on1支援
コロナ禍以降 1on1の文化が急速
に普及し、部下として 1on1を経験
していない管理職が上司として
1on1を実施するケースが増えた。
1on1は現在もリモートで実施され

ることが多いため、マイクとカメラ
からの入力を解析し 1on1のスキル
向上に活かす（図 2）といった支援
が考えられる。

NTT研究所は今後、本パッケージ
を利用した事業の展開をサポートす
ると同時に、MediaGnosisでマルチ
モーダルな情報を複合的に捉える取
り組みに一層注力する。たとえば
1on1の映像と音声からハラスメン
トを検知しフィードバックする、会
話の内容や様子からその人の魅力を
推定しそれに合うニックネームを生
成する、監視カメラの映像と音声か
らその場の状況を検知し危険がある
場合には注意喚起して通報や避難を
アドバイスする、といった取り組み
がある。これらについてNTT R&D 
FORUM 2023で展示も行われた。
今後の取り組みについて、片山氏
は次のように述べている。
「これまで機能ごとに AI、人間で
言えば脳が開発されてきたと言えま
す。今後は脳を 1つに統合し、マ
ルチモーダルでできることを増やし
ていく、という取り組みに力を入れ
る考えです」。

NG発言「●●」

現状の1on1 目指す価値
リモート 1on1 中心 
(コロナ禍による急な普及)

(1on1 面談中 [実地])

(研修等 [予習])

未経験者（上司）が短期間で 1on1 を上手にできるようにしたい

ポジネガ度推定

しゃべり方認識

(面談後 [復習])

NG行動推定

共感度推定
コミュニケーション
活性度推定

自分がされたこ
とがなく、どう進
めてよいかわか
らない

面談中にハラスメント
言動をリアルタイム
検知したい

AIとの自主トレで、
上手なしゃべり方や
ポジティブ対話をで
きるようになりたい

不慣れや臨場感の低さか
ら、対面ではしないようなハ
ラスメントにつながる言動 
（身振り手振り、発言、声色、
感情・表情など）を無意識に
してしまう

部下と共感でき
ていたか、面談が
盛り上がっていた
か、を第三者視点
で振り返りたい

図 2　サービス利用イメージ 1on1 支援

本パッケージの特長

コミュニケーション支援を
目的としたユースケース例

マルチモーダル情報を複合的に
捉え価値を生むことを検討


